









    山本一清博士と遺愛カルヴァー46 センチ反射望遠鏡 
          
         長野県小川村高府 坂井義人 
  









望遠鏡その他を平成23年6 月、寄付同意を前提として花山天文台に完全移管をなした。    
以下は、山本先生と亡父との師弟関係を前提としたその意義と事実関係及び、特に先
生の最晩年その周辺事象の紹介である。 
                    




1938 年(昭和 13 年)山本先生の大学退官後に伴い、生家の土蔵を改造した私設天文台に





                          
        
写真 1 花山天文台設置時           写真 2  山本天文台 昭和 17 年 
11
3 イギリス天文家グドエーカーと山本先生の活動 















               
        写真 3 山本一清博士              写真 4 グドエーカー 
           ( 1889－1959 )                 ( 1856－1938 ) 
 
 さて、その活動と意思の強さの衰えを見せない山本先生は、それまで花山天文台を本






















      
       写真 5 写真 6 
 
     
         写真 7  写真 8 
 

























































      
      写真 9                  写真 10 
                      
           






















  当時の正式名称は「アナナイ中央天文台」と命名し、また清水市(現・静岡市)の教団 
本部内には、「アナナイ天文暦算局」として、山本先生を局長として推戴している。そ
のような進捗を見せてはいたが、しかしながら、沼津市の小高い山に造営された中央天
























た。上記の写真 10 がそれにあたる。これが天文台かと思えるような外観であるが、大 
屋根の部分が少し回転したように見えるのではないだろうか。神道の神社本殿を模した 
この建物の中に、実はカルヴァー46 センチ望遠鏡は急いで移設されて鎮座したのであ
































































5  花山天文台への機材の寄付移管 













及び、岐阜県飛騨にて私的に展開した斐太彦天文処( ひだひこ・てんもんしょ) にて使用 
した坂井義雄の遺品類である。一例を挙げれば、山本先生の指導に基づいて試作したと思
しき口径 12 センチ・F1.2・視野 20 度にも及ぶ小型シュミットカメラ、また、天文教育目
的としての 平面投影の「江上式星座投影機」(星座早見に擬した) など、余り見かけないで
あろう稀有な機器類、そして、故・渡辺敏夫先生より譲られた書籍類、加えて、亡父手書
きの山本先生名著「星座の親しみ」冒頭部分掲示看板・写真 16 などである。 
 
          
   写真 13 機材運搬      写真 14  46 センチ鏡      写真 15 花山天文台  
 





より多くの実りを期したいと心より願う次第である。     
                    
                    写真 16 山本一清 「星座の親しみ」 





我々に真の美と真の平和を味わせる。    
・・・・中略・・・ 
カーライルにならって 
仰ぐ頭上の星々の、今半ばも知っていないこの自分
に、人は何故、これを教え親しませてはくれなかった
のだろう・・・・。 と、かこつ人は、あわれ、天地
の美を、既に半ば失った者であると言うべきか ! 
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